
 

  

 調査研究部では、ワークシートに設けた、 

（1）授業の振り返りを記述する欄 

（2）目指す議論する姿に基づいた自己評価の欄 

の 2点について、初期（6月～7月）と後期 

（12 月～1 月）の変容を追った。その際活用

したのが、調査研究部が示した「変容の視点」、

「ワークシートにおける記述の分類と例」であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高学年の分析】 

 

 

 

 

ワークシートの分析 

ワークシートの振り返りの欄から、多

くの学年において肯定的な児童の変容を

みとることができた。そして、その変容

は、本校の学校研究における目指す児童

像「自分との関わりを通して価値につい

て主体的に考え、多様な感じ方・考え方と

出会い交流し、よりよく生きようとする

児童」や、発達段階に応じて目指す議論す

る姿へ近づいているといえるものであっ

た。 

 このことから、本年度示した「ワークシ

ートにおける変容の視点」、「ワークシー

トにおける記述の分類と例」、そしてワー

クシートの例は、児童の変容をみとるう

えで、ある程度の有効性があると考える。 

「変容の視点」 

「ワークシートにおける記述の分類と例」 

変容の仕方として大きく 4種類みられた。 

①いくつかの視点で書いている。 

②自分の意見について、理由を明確にして

いる。 

各ブロックの分析 

http://www.sayama-stm.ed.jp/e_kasi/index/doutokuken/04chousakennkyuubu/henyonositen.pdf
http://www.sayama-stm.ed.jp/e_kasi/index/doutokuken/04chousakennkyuubu/henyonositen.pdf
http://www.sayama-stm.ed.jp/e_kasi/index/doutokuhyousi04_chousakennkyu.html

